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＊射砲要旨
竹本幹夫氏は、謡曲の表現、分析評価は演劇からのみでなく和歌、連歌、散文体の中の韻文など大
きな文学の流れの中で行ったほうがよいと述べた。また、能のような分野がヨーロッパの13-4世紀に
存在したかを尋ねた。発表者は、能の海外での舞台化は不可能である。ただし、謡曲を翻訳し、覚え、
自分の感覚で理解し別に作り上げることはできると答えた。
関前L子氏は、レジメの「短歌と謡曲の文脈の差に基づくテンション」についての説明を求め、発表
者は芸術から芸術への移動であり、能の場合独特な機能があり独特な内容になると答えた。
今関敏子氏は、小町を観阿弥や当時の一般の人はどう理解していたか、また、「詫びぬれば～Jの
歌の解釈を尋ねた。発表者は、若い女性の歌で、誘われたら行きたいのだと答えた。
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